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１ はじめに

平成２３年１０月の家伝法改正に伴い、口蹄疫の

防疫指針も改正され、診断のための写真撮影が必要

となった。これにより、異常家畜の撮影画像は、家

保から県庁経由で農林水産省に送られ、病性判定の

材料とされる。（図１）

平成２４年２月、この流れを検証するため全国一

斉の口蹄疫防疫演習が行われ、当家保も参加した。

演習では、実際に農家の牛２頭を使い、１頭に付

き約２０カ所を携帯電話のカメラで撮影し、画像は、

電子メールで家保・県庁を経由し、最終的に動物衛

生研究所で評価が行われた。

その結果、特に画像の鮮明さの評価が低く、全国

２６位、中国地方で最下位と診断に支障をきたす結

果となった。

症例１、２ともに画像が鮮明でないことが見てと

れます。（図２）

図３に今回の演習の反省点を示した。①厚手の手

袋だと携帯操作が難しい。②ピントが合っているか

分からない。③送信に１画像５０秒近くを要する。

④１回の送信容量が２ＭＢと、画像の一斉送信が困

難。また、撮影しながらの送信が出来ず、毎回、送

信設定が必要など数々の問題点が浮き彫りとなった。

この問題を解決するために、平成２５年、新しい

画像転送システム（Wi-Fiデジタルカメラ、モバイル

ルーター。タブレット）を導入した。（図４）

しかしながら、衛生管理区域内で使用するWi-Fiデ

ジタルカメラと区域外で画像を受信するタブレット

間の通信距離が短く、大規模農場ではこのシステム

が機能しないことが判明した。

そこで、新たに無線ＬＡＮ中継機を導入し、通信

距離、通信速度、画像の鮮明さについて確認し、実

用性の検証を行ったので、その概要について報告す

る。



２ 概 要

１）新システムの流れ

図５に新システムの流れを示した。家畜防疫員が、

カメラで病変部を撮影し、その画像は、衛生管理区

域外で待機している職員がタブレッドで受信を行い

ます。タブレッドでは、使える画像を選択し、モバ

イルルーターを通じて、オンラインストレージに画

像をアップロードし、それを家保職員が職場のＰＣ

にダウンロードします。以下は、従来の流れと同じで

す。

ポイントとして、カメラ画像は、タブレッド側の

オペレーターが、連続的にダウンロードを行うため、

家畜防疫員は、送信作業が不要で、撮影作業のみに

集中することが出来きた。

２）経 費

表１に導入システムの経費を示しました。機材の

導入に２，５８０円、ランニングコストが月々４，

５０５円となる。

３）新システムの評価（通信距離）

新システムを導入した当初、職場室内やその周辺

で、カメラとタブレットの通信距離をの計測を行っ

た。安定した通信が行えたのは、室内で４～５ｍ。

野外で２１．５ｍと、予想に反して通信距離が伸び

ない事が分かった。

問題点として、この距離だと通信距離が短く、特

に、敷地の広い大規模農場では、新システムが十分

に機能しないことが判明した。（図６）

４）無線ＬＡＮ中継機を導入

通信距離の問題を解決するために、コンパクトで、

安価な無線ＬＡＮ中継機を購入した。電源は１００

ボルトのコンセントで、アンテナを自由に折り曲げ

ることが出来きる。（図７）



５）無線ＬＡＮ中継機を介した通信距離

図８は、中継機を介して通信距離を計測したもの

です。カメラと中継機の通信距離は２９．８ｍまで

安定した通信が可能で、中継機とタブレットは最長

２９２．２ｍの通信が行えました。安定した通信距

離は２４３ｍで、これにカメラと中継機の２９．８

ｍを加えると２７２．８ｍとなり、中継機をかます

ことで通信距離が１０倍以上伸びる結果となった。

また、中継機の設置位置が高いほど、通信距離が

伸びる傾向にあった。

６）障害物を避けた通信方法

中継機の使い道として、建物の角地に設置した場

合、障害物を避けた通信が可能で、カメラと中継機

の距離を２５ｍとした場合、最大で２９８．８ｍの

通信が可能であった。（図９）

３ 試験内容および結果

１）新システム実証試験

次に、牛舎での実用性を確認するために、地域の

哺育センターで実証試験を行った。

図１０に牛舎の見取り図を示した。牛舎は、町道

に面した長方形の敷地で、牛舎も長方形の形をして

いる。撮影は、出入口から１１０ｍ地点の牛舎の一

番奥で行った。中継機をA～C地点の３カ所の脚立上

にセットし、①の衛生管理区域内と②の衛生管理区

域外の２カ所で、タブレットによる画像受信を行っ

た。

２）実証試験１

試験１（図１１）では、中継機をＡ地点に設置し

た。その結果、①の衛生管理区域内では、約１メガ

バイトの画像を５．１秒で受信したのに対し、②の



衛生管理区域外では、受信時間も２６．３秒と長く、

電波状況が不安定で通信が遮断されることがあった。

３）実証試験２

試験２（図１２）では、中継機をカメラから２６

ｍのB地点に設置。②の衛生管理区域外でも、通信が

遮断されることなく受信が行えた。

４）実証試験３

試験３（図１３）では、中継機をカメラから５２

ｍのＣ地点に設置。②の衛生管理区域外においても

７．２秒と高速で受信が行えた。

５）実証試験４

試験４（図１４）では、中継機を牛舎角地のＤ地

点に設置。この設定では、障害物の影響を受けず、

高速で安定した受信を行う事ができた。

６）画像受信時間の比較 （転送画像：１．０２ＭＢ）

それぞれの地点の画像受信時間を比較した。（図

１５）②の衛生管理区域外では、中継機が、タブレ

ットに近づくに従い受信時間が短くなってる。

また、牛舎角地のＤ地点では３．５秒と最短時間

で受信が行えた。

７）実用的な機器の配置

これまでの試験結果から得た、実用的な機器の配

置を図１６に示した。

通信は、天候や障害物によって大きく左右される

ためこの限りではありませんが、牛舎内では、カメ

ラと中継機の距離は、おおむね２６～５２ｍ以内、

中継機とタブレットは７０～９０ｍ以内。

牛舎角地では、中継機を２５ｍ地点に設置した場

合、２４３ｍという結果が得られた。

８）オンラインストレージへの転送

次に、タブレットからオンラインストレージへの

画像アップロード時間を示した。１．２ＭＢの画像



で４０．２秒と１分以内で行えることが確認された。

（図１７）

９）画像の鮮明度の比較

図１８に、旧システムと新システムの画像を比較

したものを示した。

携帯電話画像では、鼻紋が不鮮明なのに対し、デ

ジタルカメラ画像は鼻紋が鮮明で、鼻紋のシワをは

っきりと確認する事が出来きた。

また、舌のじじょう乳頭の一つ一つを確認するこ

ともでき、新システムでは画質の向上が確認された。

１０）鳥インフルエンザ通報演習に応用（平成２５

年１２月）

図１９は、鳥インフルエンザ通報訓練に、このシ

ステムを応用したものである。

畜主からの聞取り情報を、書き出したペーパーを、

カメラで撮影し、画像をリアルタイムに職場に転送

することで、報告様式の作成がスムーズに行え、作

業時間の短縮につなげることができた。

４ まとめ

それぞれの特長を図２０に示した。

１、新システムの導入により、撮影の操作性と画

質が向上し、画像上での口蹄疫の診断が可能となっ

た。２、カメラ画像は、衛生管理区域外のタブレッ

トで受信を行うため、家畜防疫員は、撮影作業のみ

に集中することが可能となった。３、中継機の導入

で、通信距離の問題が解決され、大規模農場も対応

が可能となった。４、特に、中継機を牛舎角地に設

置する事で、障害物を避けた効果的な通信が可能と

なった。５、鳥インフルエンザなどの防疫対応にお

いても、このシステムが転用可能であり、現場で幅

広く利用することが可能となった。


